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事 業 名 事 業 区 間 総事業費 1.9 億円

事業種目
交通安全

施設整備
交通安全施設等整備事業

（一）物部養父線
もののべや ぶせん 朝来市和田山町東谷

あさごしわだやまちょうひがしだに

内用地補償費 0.5 億円

所 在 地
着工予定
年 度

完成予定
年 度

朝来市和田山町東谷 地内 平成23年度 平成27年度

事 業 目 的 事 業 内 容

当該事業区間はＪＲ和田山駅前から国道９号を

結ぶ道路である。路肩は広いが、車道との分離が

なされていないため、通学・通勤者等が危険な状

況となっている。

そこで、歩道を整備することにより、通学通勤

路の安全・安心を確保する。

歩道整備（片側）

Ｌ＝ 800ｍ

Ｗ＝ 2.0ｍ(2.5ｍ)

現況

起点側の一部に幅員１．０ｍの歩道有

（負担割合 国5.5/10 県4.5/10）

評価視点 評価結果の説明

(1)必要性

［周辺状況］

［交通状況］

［交通事故］

・当該事業区間付近は、朝来市の中心市街地に位置し、和田山中学校、ＪＲ

和田山駅、和田山郵便局、朝来市役所、ハローワークが立地している。

・和田山駅へのアクセス道路となっているが、当該区間には歩道がなく、朝

夕の通学・通勤の際に危険な状況となっている。

・歩行者数が多い。大型車混入率(4.2％)
（自動車6,396 台/日、歩行者247人/12hr、自転車94台/12hr）

・過去５年間の全事故件数は５件発生。

・過去５年間に歩行者の事故が２件発生している。

(2)有効性・効率性

［効果］

［事業執行環境］

・通学、通勤路の安全を確保できる。

・住民参加による交通安全総点検を実施し(H22.5.31実施、22人参加)、歩道の

必要性を求められている。

・朝来市和田山駅南土地区画整理組合から早期歩道整備の要望書が提出され

ている。

(3)環境適合性 ・歩道の透水性舗装により、雨水を地下に還元するとともに道路交通環境

の改善が図れる。

(4)優先性 ・駅へのアクセス道路で通学・通勤者が危険な状況にあり、早期の対策が必

要である。

・地元からの要望が強い。 



凡 例

国 道

県 道
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（一）物部養父線

（一）物部養父線

兵庫県和田山庁舎

至 京都府

至 養父市

至 福知山市

至 朝来市（物部）

JR和田山駅
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歩道整備

（一）物部養父線

朝来市和田山町東谷

（交通安全施設等整備事業）

事業箇所

小学生通学路
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枚田小学校

中学生通学路
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朝来市役所

平野公民館

さかもと医院
すみれ保育所

和田山郵便局

朝来市役所別館

朝来市役所（南庁舎）



標準断面図

整備前

整備後

事業スケジュール

工種 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

調査・設計

用地補償

工 事

C
L2,750 2,750 500～3,000

9,500

500～1,000

C
L2,500

9,500

750750 2,750 2,750

※一部狭小区間あり（用・補 ２件）



通学状況写真

JR和田山駅

JR和田山駅


